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動きをとらえ、高まりを感じられる

マット運動指導の工夫
－マット運動におけるＩＴ機器の活用を通して－

特別研修員 丸山 岳人 （安中市立松井田西中学校）

《研究の概要》

本研究は、中学校２年生の保健体育科マット運動において、生徒一人一人の意欲と技能

の向上を目的とした支援方法の工夫・改善を試みたものである。具体的には、ＧーＴａＫ

の動画コンテンツ及び、ＩＴ機器（デジカメ、パソコン）の活用を通して、生徒が自らの

動きを把握し、示範の動きと視覚的に比較することで、課題を見付けたり、過去の動きと

現在の動きとを比較することで、自らの動きの高まりに気付いたりする、学習活動を支援

するための研究である。

群 G06－03
教
セ 平18.234集

○ はじめに

ここ数年、授業でマット運動の指導をしている

中で、マット運動に対して意欲的に取り組む生徒

の人数が少なくなってきたように感じる。本校生

徒の事前アンケートの結果からも、約８割の生徒

がマット運動に対して好意的なとらえ方をしてい

ないことがわかった。

その理由としては、「練習しても、なかなか技

能が向上しないときにつまらなく感じる」と回答

する生徒が最も多かったため、生徒自身が、技能

の向上を実感できる支援の方法を工夫すること

で、生徒のマット運動に対する意欲も向上するも

のと考えた。

これまでのマット運動の授業は、仲間からのア

ドバイスや、教師の助言を参考にして、自分自身

の動きを想像しながら、課題をつかんだり、自ら

の技能が向上したりしたことを、本人なりに感じ

るという学習活動が主だった。

しかし、このような学習活動では、生徒自身が

自らの高まりを実感することは難しく、マット運

動に対する意欲の高まりは期待できない。

そこで、本研究では、生徒が自らの動きをとら

え、自らの動きの高まりを実感することで、意欲

をもってマット運動の学習に取り組むことができ

るようにするために、ＩＴ機器のもつ「見えない

自分の動きを見ることができる」という機能を活

用することが有効であると考え、本主題を設定し

た。

Ⅰ 研究の概要

１ 基本的な考え方

(1) 動きをとらえ、高まりを感じる

「動きをとらえ、高まりを感じる」とは、自ら

の課題を的確につかみ、課題を解決するための練

習を適切に行い、その結果、高まった自らの動き

を実感できることである。

したがって、ＩＴ機器を活用し、示範の動きと、

自らの動きとを比較できるようにすることで、課

題を的確につかむことができたり、その課題に応

じた練習を行って、技能を高め、その動きの高ま

りを視覚から実感できたりすることが大切であ

る。

このことにより、生徒は達成した喜びを感じ、

マット運動の学習に意欲をもって取り組むことが

できるようになると考える。

(2) マット運動におけるＩＴ機器の活用

マット運動は、示範となる動きと、自らの動き

のずれを修正していくことで、技能が向上する運

動であると考える。

また、ＩＴ機器を活用することの利点は、「見

えない自分の動きを見ることができる」ことにあ

る。この利点を、マット運動の学習に生かすこと

で、次のような効果が期待できる。

① 「課題を明確にできる」
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② 「自らの動きの高まりに気付くことができる」

以上のことから、本研究では、これを効果的に

行うことができるようにするために、ＩＴ機器、

特に、コンピュータ及びデジタルカメラ（以下パ

ソコン、デジカメとする）の動画撮影機能を活用

することとした。

③ 「今回の実践で活用したソフト等」

ソフト等の名称 活用の仕方

・G-TaK中学校 ･自らの動きと比較する
体育編マット運動 ための、各技の示範の

・学研ＤＶＤ学習資 動きとして活用する。
料 中学体 育ｼﾘｰｽﾞ ･練習の方法を、理解す

ﾏｯﾄ運動 るための資料として活用
する。

ＶｉＸ ･ディスプレイ上で、同時
統合画像ビュアーソフト に２つ以上の画像を動か

すために活用する。

２ 研究の内容及び方法

(1) 研究の内容

① 「課題をつかむ」過程 （資料１）

ＶｉＸを活用し、Ｇ－ＴａＫの示範の映像と自

らの動きの映像を、パソコンの同一画面上で比較

することで、示範の動きと自らの動きとのずれに

気付き、課題を明確につかむことができるように

する。

資料１ 「同一画面上での比較の例」

② 「課題を追求する」過程

ア 「課題を追求する過程」における学習サイクル

について （資料２）

マット運動は、示範となる動きと自らの動きの

ずれとを修正することで、技能が高まる種目であ

る。したがってＩＴ機器を活用して、｢撮影→新

たな課題をつかむ→課題解決のための見通しをも

つ→課題解決のための練習をする→練習の成果を

確認するための撮影」というサイクルで、学習を

進めることにより、技能をより高めることができ

る。

資料２ 学習サイクル
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イ 「課題を追求する」過程において、自らの高ま

りを実感することについて

毎時間ごとの練習の成果を、パソコンのハード

ディスク上に作成した生徒個人用フォルダ(資料

３)に保存する。

その成果と過去

の自分の動きとを、

ＶｉＸを活用しな

がら、パソコンの

同一画面上で比較

することにより、

自らの技能が向上

したことを実感し、

新たな技への挑戦意欲を高めることができるよう

にする。

また、これにより、マット運動に対する意欲を

高めることができるようにする。

（資料３） 生徒個人用フォルダ

個人用フォルダの中

(2) 研究の方法

① 実践の計画

実施期間 平成１８年１０月１３日～１１月６日 ８時間で実施

対 象 安中市立松井田西中学校 ２年Ａ組（男子５名 女子１１名）
② 抽出生徒

体を動かす事が好きで、保健体育は好きな教科である。しかし、自らの動きを分析し、課題をつかむこと

Ａ男 が苦手であるため、映像を活用し動きを視覚的にとらえられるようにすることで、課題が把握しやすくなり、

効果的に学習が進められるようになるであろう。

授業態度は大変真面目であるものの、運動することに苦手意識をもっている。そこで、ＩＴ機器を活用し、

Ｂ女 自己の伸びたところを映像で確認することで、自らの動きが上達していることを実感し、自信をもって活動

できるようになるであろう。

③ 指導計画（概略）
単 元 名 マット運動
目 標 安全に気を付け、互いに協力しながら、自らの課題と解決するためにＩＴ機器を活用し、工夫して練習を

行い、技能を高め、マット運動を楽しむ。

《運動や健康・安全への関心・意欲・態度》
・安全に配慮しながら、互いに協力して練習をし、技の出来映えを競い合ったり、向上させたりするマット

運動の楽しさや喜びを味わい、技を発表することができる。

《運動や健康・安全についての思考・判断》
・ＩＴ機器を活用して、自己の課題を把握し、技能の向上や課題解決に向けて、練習の仕方を工夫しようと

評価規準 している。

《運動の技能》
・自分の能力に適した技の技能を身に付け、より良い動きでその技を行うことができる。

《運動や健康・安全についての知識・理解》
・マット運動の技能の大切なポイント（回転力を生かしたり、バランスを保つこと等）を理解し、技能習得

のための練習や、競技の仕方を身に付けている。

過 程 学 習 活 動
○今できる技、これから取り組んでみたい技に挑戦し、マット運動のいろいろな動きを楽しむ。

（第１時）１年生の時に取り組んだ技について、スキルテストを行い、自らの技能の定着度を知る。

（第２時）自分がやってみたい技、出来そうな技に挑戦し、その中から、今年取り組む技を選択する。

つ
か ・ＶｉＸを活用し、Ｇ－ＴａＫの示範の映像と自らの動きとを、パソコンの同

む 一画面上で比較させ、示範の動きと自らの動きとのずれに気付き、課題を明

確につかむ。 《手立て ①》

・学習の見通しをもつ

・単元の計画を立てる

○デジタルカメラで撮影した自らの動きを、Ｇ－ＴａＫの示範の動きと比較したり、学習資料や友達、教師からのアドバイ

スや助言を参考にしながら練習したりして、技能を高め、達成した喜びを味わう。
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追 (第3･4･5時) 選択した個々の技の技能を高めるた

め、｢撮影→新たな課題をつかむ→課題解決のための見通をもつ→課題解

求 決のための練習をする→練習の成果を確認するための撮影」という学習活

動に取り組む。

す 《手立て ②ーｱ・ｲ》

る
(第6･7時) 学習の段階１の成果を踏まえ、発表会

で演技する連続技の構成を考え、ＩＴ機器を活

用しながら練習をする。 《手立て ②ーｱ・ｲ》

ま ○発表会を行い、互いの成果を認め合い、学習のまとめをする。

と (第8時) 全体の場で得意な動きを発表し合う。

め 単元のまとめを行う。

る

Ⅱ 実践の概要

１ 「課題をつかむ」過程で、Ｇ－ＴａＫの示範映像

と、自分の動きの映像とを、パソコンの同一画面

上に並べ比較することで、示範の動きと、自らの

動きとのずれに気付き、課題を明確につかめるこ

とについて。

事後アンケートの結果より、課題をつかむの過

程で、Ｇ－ＴａＫの示範映像と、自分の動きとを

パソコンの同一画面上に並べて比較することにつ

いては、全ての生徒が、「自分の動きを見ること」

や、「示範の動きと比較すること」が、自分の課

題を明確につかむ上で有効であり、練習への意欲

を高めたと回答している。

これは、Ｇ－ＴａＫの示範の動きと、自らの動

きとをパソコンの同一画面上に並べて比較するこ

とで、視覚から自らの課題を見出したり、正しい

動きのイメージを明確にさせたりすることによっ

て、しっかりと

した目標をもっ

て、練習に取り

組むことができ

た た め と 考 え

る。授業中の生

徒 の 様 子 か ら

も、「課題を追

求する」過程の

第３時から、時間を追うごとに、デジタルカメラ

での撮影や、パソコンを活用しての分析、そして

課題解決のための練習が活発に行われるようにな

ってきたことが認められた。

また、事後のアンケートに、抽出生徒Ａ男は、

「示範の動きと、自分の動きとを比べることで課

題が見付けられたから良かった。」と回答し、Ｂ

女は、「示範と比べることにより、自分のどこが

悪いのかがよく分かり、それを改善するための工

夫が見付けられたから良かった。」と回答してい

る。

そして、抽出生徒Ａ男とＢ女の、各授業時間ご

との活動満足度（図１）からも時間を追うごとに、

満足度が高まっていることが分かる。

Ａ男については、４時間目以降、活動に対する

評価が下がっているものの、Ａ男の学習記録を分

析すると、これは前時との比較から、技能面での

伸びが、本人としては感じられなかったためであ

り、より良い動きを目指そうとする意欲の現れで

あると受け止めることができる。

Ｂ女についても、最終時の学習記録には、「デ

ジカメ、パソコンを使い、自分の課題を見付けな

がら、充実した活動をすることができた。」と記

述しており、自らの動きの映像を分析することで、

自分の課題を見出し、それを解決していく過程を
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各授業時間

Ａ男

Ｂ女

注 満足度Ａを３０、Ｂを２０、Ｃを１０とする。

図１ 各時間の満足度
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楽しみ、意欲的に活動していたことが分かる。

これらのことから、「課題をつかむ」過程で、

Ｇ－ＴａＫの示範画像と自分の動きの画像とをパ

ソコンの同一画面上に並べ比較することは、示範

の動きと自分の動きとのずれを気付き、自らの課

題を明確にさせるうえで有効であるとともに、意

欲をもって、課題解決のための練習に取り組ませ

る上でも効果があると考える。

２ 「課題を追求する」の過程において、自らの動き

と示範の動きとを映像により比較することは、新た

な課題の把握も容易になるため、「撮影→新たな

課題の把握→課題解決のための見通しをもつ→

課題解決のための練習をする→練習の成果を確

認するための撮影をする」という学習活動を効果

的なものとし、技能を高められることについて。

下の写真（資料４）は、Ｇ－ＴａＫの示範の動

きとの比較から、抽出生徒Ｂ女の動きが高まって

いく様子を示したものである。なお、Ｂ女が取り

組んだ技は伸膝後転である。

Ｂ女は、「課題を追求する」過程の第２時の学

習記録に、終わりの場面でしっかりと立てなかっ

た原因を、「回転の勢いが足らなかったので立て

なかった。」と分析し、次時での課題を、「次回

は回転の勢いをもっとつけるようにする。」とし

た。

資料４ Ｇ－ＴａＫの示範の動きと、Ｂ女の「課題を追求する」過程

示範の動き

① ② ③ ④ ⑤

Ｂ女の第２時の動き

しかし、「課題を追求する」過程の第３時で、

Ｇ－ＴａＫの示範画像と自分の動きの比較から、

「回転すると

きに、頭を足

に近付け、手

と足の位置を

近付けるよう

する。」こと

が、自らの課

題であること

に気付き、そ

の課題を解決

するために、

資料5 ﾏｯﾄの段差を利用した練習の例

ＤＶＤ学習資料等を参考にして、マットを重ね段

差をつけ、その段差を利用しながら、腰の角度を

狭めていく練習を行った。（資料５）その結果、

第４時には「手の位置」と「足の位置」を近付け

ることができるようになった（次ページ 資料６）

が、Ｇ－ＴａＫの示範の動きのように、しっかり

と立つことはできなかった。

そこで、この動きを再度、示範の動きと比較す

ることによって、回転のなかの部分（③の局面で）

で、膝の引きつけ方が、弱いことに気付き、これ

を新たな課題として、課題解決のための練習に取

り組み、発表会では最後の場面でしっかりと立つ

ことができた。（次ページ 資料７）
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資料６ Ｂ女の第２時の動きと第４時の動きの比較

Ｂ女 第２時の動き

① ② ③ ④ ⑤

Ｂ女 第４時の動き

新たな課題 膝の引きつけ方が弱い

資料７

次に示す例は、抽出生徒Ａ男の動きが高まって

いく過程を示したものである。なお、Ａ男が取り

組んだ技は伸膝

前転である。

自らの動きを

イメージし、分

析する事を苦手

とするＡ男は、

当初、腰が持ち

上がらない原因

を「回転の勢い

が足らないため」

と考えていた。

そこで、助走

をつけて回転をしてみる等、本人なりに工夫しな

がら練習を進めていたが、思うように技能を向上

させることができなかった。

「課題を追求する」過程の第３時に、仲間から

示範の動きに比べて、回転が小さいことをアドバ

イスされたＡ男は、そののアドバイスを参考に、

③の局面で、背筋を伸ばすように心掛けた。（資

料８）また、その後の分析から、⑤の局面で上体

の引きつけ方が弱いことに気付くこともできた。

そして、Ｂ女と同様に、「撮影→新たな課題の

把握→課題解決のための見通しをもつ→課題解決

のための練習をする→練習の成果を確認するため

の撮影をする」という学習活動を行うことで、「課

題を追求する」過程の第５時には、③の局面で、

背筋を伸ばし、大きな回転ができるようになった。

また、⑤の局面でも上体がしっかりと引き付け

ることができるようになったことにより、最終局

面で腰を高く持ち上げることができた。（資料９）
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資料９ Ａ男の技能向上の様子

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

第３時

第５時

これらの例から、スロー再生や、一時停止、シ

ークバーを利用して、徐々に動画を表示するなど

のＩＴ機器の機能を活用しながら、示範の動きと

自らの動きとを比較することで、明確かつ容易に

課題をつかむことができるようになるため、「撮

影→新たな課題の把握→課題解決のための見通し

をもつ→課題解決のための練習をする→練習の成

果を確認するための撮影をする」という学習活動

が、効果的に進められ、技能向上に効果があった

ことが分かった。

３ 練習の成果を確認する過程において、示範の動

きや、過去の自分の動きと、現在の自分の動きと

を、パソコンの同画面上に並べ比較することで、自

分の動きの高まりに気付き、達成感を得て、新た

な技への挑戦意欲を高めたり、マット運動に対す

る意欲を高めたりできることについて。

事前・事後のアンケート結果（図２）より、そ

れぞれの技で、できるようになった生徒の割合が

増えていることが分かる。

この結果の中から、事前のアンケートでは、で

きると回答した生徒がいなかった、「首はねおき」

「頭はねおき」「ロンダート」で、できるように

なった生徒の割合が増加したことに着目したい。

この結果からは、生徒のマット運動に対する意

欲が向上し、より高度な技に挑戦しようとした様

子を認めることができる。

このことは、ＩＴ機器を活用して課題をはっき

りとつかみ、練習に取り組むことで、技能が向上

するということを、生徒自身が理解するとともに、
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図２ 各技ができるようになった生徒の割合（％）
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高まった動きを確認することで、自らが向上して

いることを実感し、それが自信へとつながり、そ

の自信がより高度な技への挑戦意欲となって現

れ、技能の向上に一層の効果をもたらしたためと

考える。

また、事前・事後のアンケート結果（図３）か

ら、マット運

動を、得意な

種目であると

感じている生

徒が、大幅に

増えているこ

とが分かる。

得意と感じら

れるようにな

った理由として、事前の調査では、「得意ではな

い」と回答した抽出生徒Ｂ女は、「パソコンやデ

ジカメを使って、自分の課題を見付けながら活動

できたので、色々な技が去年より上達したし、新

しい技にも挑戦できたから、マット運動が得意と

思えるようになった。」と記述している。

なお、同じ項目について、抽出生徒Ａ男は、「課

題がはっきりすると、集中してそこを直そうとす

るから、技が上手にできるようになったので、マ

ット運動が得意になった。」と記述した。これは、

毎時間の練習の成果を映像で確認することで、自

らの動きの高まりを実感できたためと考える。

このことからも、過去の自分と現在の自分の動

きとを、パソコンの同一画面上で比較し、自分の

動きの高まりに気付くことが、マット運動に対す

る自信を高め、意欲的に活動させるうえで、有効

な手だてであると考えることができる。

Ⅲ 研究のまとめ

１ 成果

「ＩＴ機器を活用し、視覚によって自己の課題

を発見したり、自己の動きの高まりを実感できる」

ことを中心に、意欲と技能の向上を目指し、本研

究に取り組んできた。以下に、マット運動の学習

にＩＴ機器を活用することに関する、生徒の感想

を示す。

「マット運動の学習にＩＴ機器を活用することに関して」

・以前の自分と比べることで、動きの高まりが感じ

られたし、自分の自信にもつながった。

・前の時間と比較することで、新しい課題を見付け

ることができた。

・前の時間と比較することで、どこが伸びたかが分
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図３ ﾏｯﾄ運動を得意と感じている生 徒の割合（％）

かって良かった。

・上手にできなかった時の動きと、上手にできるよ

うになってからの動きの違いに気付くことができた。

このように、ＩＴ機器を活用し、示範の動きと、

自らの動きとを比較するという活動は、生徒に新

たな発見と感動を与えるとともに、示範の動きと

の比較から、自らの動きの課題を明確にすること

で、課題を解決しようとする意欲も高まり、結果

的に、予想以上の技能の向上を示すことができた。

このことが、生徒のマット運動に対する、意欲

を高めることにつながり、マット運動に対する苦

手意識の解消にもつながった。

最後に抽出生徒Ｂ女の、学習全体を通しての感

想を提示する。（資料１０）

資料１０ Ｂ女の感想

２ 課題

ＩＴ機器を活用したマット運動指導の工夫を中

心に、本研究を進めてきた。体育の指導において

ＩＴ機器を効果的に活用することによって、効率

良く技能を向上させることができたり、自らの高

動きの高まりを実感することで、意欲が向上した

りすることは、結果と考察のところでも述べてき

たとおりである。しかし、運動を分析する力につ

いては、まだまだ充分とは言えない部分もあるた

め、これからも、ＩＴ機器のもつ「見えない自分

の動きが、見られるという」機能を活用し、運動

を科学的にとらえ、自らの動きの高まりを実感し、

運動することを楽しみながら、技能の向上が図ら

れるような授業を実践していきたい。

（担当指導主事 清水 雅文）

Ｗｅｂ検索キーワード
【保健体育 マット運動 IT機器 G-Tak
課題解決学習 技能 意欲】
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